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去る８／６、当事務所開所記念日に所内４Ｆ会議室において、前川口

市長  永瀬洋治氏  による所内講演会が開催されました。 

私たちは日々、川口市を中心として仕事又は生活をしているにも関わら

ず、川口市の歴史について知っていることは決して多くはありません。 

そこで今回は、「川口むかし話アラカルト」ということで川口の歴史にまつ

わるお話をしていただきました。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林合同会計事務所開所記念行事 

前川口市長 永瀬洋治氏講演 
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今
ち
ょ
う
ど
、
「
百
の
壁
」
を
超
え
ら
れ
ず
に
悪
戦
苦
闘
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
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ゴ
ル
フ
を
し
て
い
て
思
う
の
で
す
が
、
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、

平
常
心
を
保
つ
事
が
で
き
る
精
神
力
が
大
事
だ
と
痛
感
し
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
事
で
も
そ
う
で
す
が
練
習
で
は
う
ま
く
出
来

る
の
に
、
本
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は
な
か
な
か
本
来
の
力
が
発
揮
で
き
な
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い
う
ケ
ー
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あ
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ま
す
。
昔
好
き
な
ギ
タ
リ
ス

ト
が
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
「
私
の
場
合
本
番
で
は
七
十
％

ぐ
ら
い
の
力
し
か
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で
き
な
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と
思
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
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も
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強
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持
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て
本
場
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臨
む
よ
う
に
し
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い
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」
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私
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の
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イ
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だ
と
思
う
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で
、
練
習
に
よ
り
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信
を
つ
け
る
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法

は
な
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と
思
い
ま
す
。
（
こ
れ
と
は
逆
に
本
番
に
い
つ
も
以
上

の
力
を
発
揮
す
る
人
も
い
ま
す
が
・
・
・
） 

私
が
「
百
の
壁
」
を
越
え
る 

こ
ろ
に
は
精
神
力
も
少
し
向
上 

し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
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永瀬様の講演は、川口の様々なむかし話についてでしたが、大変失礼ながら、浦

和生まれ、浦和育ちの私には、川口の歴史だけでなく前市長である永瀬洋治様の名

前も存じ上げていませんでした。そうかといって地元・浦和の歴史を知っているかとい

えばそうでもなく、現在に至っていました。 

講演を聞き、現在の礎となる過去を知ることは、とても有意義なことであると感じ

ました。この講演で川口の歴史について少し触れることができたので、次は自分が

生まれ育った浦和の歴史について調べてみたいと思いました。 

                           星野 秀明 

 

 私の川口市のイメージといえば、鋳物しかないと思っていました。ですが、今

回の講演を聞いて、川口の歴史には鋳物以外にも様々なものがあることを知り驚

きました。特に隠れキリシタンがいたという話が印象的でした。しかも、その話

を題材にリリアで劇を行ったと聞いて、一度観てみたかったなぁと思いました。

私は川口出身にも関わらず、あまり川口に関心がありませんでしたが、今回の講

義を聞いて川口に興味が沸き、もっと川口のことを知りたいと思いました。  

                           村中  友理  

 

 

 

 

 

9 月 3 日（月）に当事務所の小林所長が還暦を

迎えました。   

当日朝礼後、所員一同より花束及び旅行券の贈

呈が行われました。おめでとうございます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

小林所長 還暦 

「前市長 永瀬洋治さんのお話を聞いて」 



   
この度、当事務所において専任の担当者を置き、事業承継プロジェクトを

発足させました。  

社長様方が築いてこられた資産・事業もいづれは次の世代に承継しなけ

ればならない時がやってきます。  

昨今の問題としては後継者がいない、またいても経営者としての資質に不

安がある、実務面としても経営権の源である株式の譲渡をどのようにしたらい

いのか、承継に係る相続税・贈与税の対策には何をしたらいいのか等、多岐

に渡ります。これらの問題に対処するためには一朝一夕ではできなく、最低

でも２・３年の時間を要します。また、事業承継までにはまだまだ時間があると

思っていても、突然の不幸によりすぐに経営を引き継がなければならない可

能性もゼロではありません。  

当事務所では先にご案内の通り、１０月９日（火）に、まず上述の「後継者

がいない」という問題をクローズアップし、後継者をつくるための「会社の将来

性や魅力」をあげていくために何が必要か、ということを中心に立教大学経

済学部教授の山口義行氏をお招きして、講演会を

開催いたします。  

是非、この機会にご参加頂き、事業承継に関心

を持たれてみてはいかがでしょうか。  

次項、この事業承継プロジェクトの専任でチーフ

マネージャーとなりました  増田  彰  よりご挨拶申

し上げます。  

 

 

 

   

 

 

企業の存続、発展のため技術や社員を後世へと引き継がせる事業承継

は、会社を経営する上では決して避けて通ることはできません。スムーズな

事業承継を実現するためには、可能な限り早い段階から必要な対策等を立

案し、実行していくことが不可欠となります。  

 事業承継、事業再生、企業再編、M＆A、相続資産対策のよきアドバイザ

ーとしてお客様の視点に立った、ご提案をさせていただきたいと思います。  

お気軽にご相談ください。  

事業承継プロジェクト チーフマネージャー 

増 田   彰 

～～～事事事業業業承承承継継継プププロロロジジジェェェクククトトト発発発足足足～～～    


